












川崎病による冠動脈病変を最も正確に診断ができ評価しえるのは冠動脈造影法である。し

かし、本法が重大な合併症を起こし得る危険な検査法の一つでもある。内科領域では、多

施設共同,prospective に多数例について冠動脈造影の合併症の検討がなされているが、小

児科領域では皆無である。小児においても冠動脈造影の合併症の検討を行なうことはその

予防対策を講じる上で、また、冠動脈造影の適応を考える上で非常に重要なことである。 

今回、私共が経験した症例を含め重篤な合併症を起こした 4例を報告し、皆様方の御批判

を仰ぐとともに今後の検討課題として取り上げていただくようお願いたします。 


